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地
震
と
火
山
の
国
で
あ
る
わ
が
国
は
、
風
光
明
媚
な
景
色
や
肥
沃
な
国
土
を
享
受

ひ
よ
く

び

め
い

し
て
い
る
一
方
で
、
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
巨
大
地
震
や
大
噴
火
に
大
き
な
犠
牲
を

払
っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
後
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
海
溝
型
巨
大

地
震
の
発
生
や
富
士
山
の
噴
火
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
災
害
を
軽
減
す
る
基
本
の
一

つ
は
、
災
害
要
因
を
理
解
し
、
さ
ら
に
予
測
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
整
備
さ
れ

た
地
震
や
地
殻
変
動
の
観
測
網
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
の
海
溝
型
巨
大
地
震
の
震
源
域

で
進
行
す
る
歪
み
の
蓄
積
過
程
や
富
士
山
の
地
下
の
火
山
活
動
が
把
握
さ
れ
、
そ
の

解
明
が
進
ん
で
い
る
。

日
本
大
学
　文
理
学
部

地
球
シ
ス
テ
ム
科
学
科
　教
授鵜

川
　元
雄
　

南海トラフ地震と富士山噴火

地下の変化を観測する技術

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
震
源
域
周
辺
の
動
き

マグマの動きを捉える

望まれる今後の発展
海外の観測網

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
富
士
火
山
を
監
視
す
る
観
測
網

災害要因を究明予測へ
歪
み
・
火
山
活
動
を
把
握

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 　　

　
富
士
山
で
は
深
部
低
周
波

地
震
と
い
う
火
山
に
特
有
な

地
震
が
深
さ

―

で
発
生
し
て
い
る
。
ま
だ
こ

の
地
震
の
発
生
原
因
は
解
明

さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
下
の

マ
グ
マ
の
動
き
と
関
連
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
観
測
技
術
で
マ
グ
マ

溜
ま
り
の
位
置
や
大
き
さ
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
マ
グ
マ
が
岩
盤
に
割
れ

目
を
作
っ
て
地
表
に
向
か
っ

て
動
き
始
め
る
と
、
岩
盤
が

変
形
し
、
地
震
活
動
が
活
発

化
す
る
。
現
在
、
富
士
山
に

設
置
さ
れ
て
い
る
地
震
計
や

傾
斜
計
な
ど
の
デ
ー
タ
は
気

象
庁
に
集
め
ら
れ
監
視
さ
れ

て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
デ
ー

タ
は
国
土
地
理
院
で
分
析
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
基
に
マ
グ
マ
の
位
置
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
同
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
噴
火
口
の
位

置
や
噴
火
の
時
期
を
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
高
感
度
で
高
密
度
な
地
震

や
地
殻
変
動
観
測
に
よ
り
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
震

源
域
周
辺
の
プ
レ
ー
ト
間
の

動
き
や
富
士
山
の
地
下
の
火

山
活
動
が
監
視
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
ス

ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
や
低
周
波
微

動
の
よ
う
な
現
象
が
巨
大
地

震
の
直
前
に
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
か
ま
だ
わ
か
っ
て

い
な
い
。
ま
た
富
士
山
で
は

計
測
機
器
に
よ
っ
て
噴
火
を

観
測
し
た
こ
と
が
な
く
、
経

験
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
、
富
士
山
噴
火
と
も
時
期

は
確
定
で
き
な
い
が
、
必
ず

発
生
す
る
災
害
要
因
で
あ

る
。
発
生
し
た
後
に
後
悔
す

る
こ
と
の
な
い
よ
り
一
層
の

科
学
技
術
の
進
展
が
望
ま
れ

る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
で
発
見
さ
れ

た
海
溝
型
巨
大
地
震
の
震
源

域
周
辺
で
発
生
す
る
低
周
波

微
動
と
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ

は
、
海
外
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
フ
ア
ン
・

デ
・
フ
カ
・
プ
レ
ー
ト
が
沈

み
込
む
北
ア
メ
リ
カ
北
西

部
、
コ
コ
ス
・
プ
レ
ー
ト
の

沈
み
込
む
メ
キ
シ
コ
、
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
同
様

の
現
象
が
各
地
で
報
告
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
富
士
山
の

よ
う
に
現
在
、
表
面
活
動
の

静
穏
な
火
山
に
高
精
度
の
火

山
観
測
網
が
整
備
さ
れ
て
い

る
例
は
、
海
外
に
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
こ
れ
は
富
士
山
の

噴
火
の
日
本
の
社
会
に
与
え

る
影
響
の
大
き
さ
を
示
し
て

い
る
。

　
東
海
地
震
が
想
定
さ
れ
た

―

年
前
、
地
震
研
究
者

は
海
溝
型
巨
大
地
震
の
震
源

域
で
は
、
固
着
し
て
い
る
震

源
域
が
ゆ
っ
く
り
と
滑
り
始

め
る
プ
レ
ス
リ
ッ
プ
と
い

う
現
象
が
地
震
直
前
に
発
生

し
、
そ
れ
が
巨
大
地
震
の
直

前
予
知
の
有
力
な
決
め
手
の

一
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
密
な
高
感

度
地
震
観
測
や
高
精
度
地
殻

変
動
観
測
に
よ
っ
て
以
前
よ

り
格
段
に
高
品
質
な
デ
ー
タ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

海
溝
型
巨
大
地
震
の
震
源
域

周
辺
は
巨
大
地
震
と
巨
大
地

震
の
間
に

ス
ロ
ー
ス
リ
ッ

プ

ゆ
っ
く
り
し
た
滑
り

を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
２
０
０
２
年
に
、
当
時
、

防
災
科
研
に
所
属
し
て
い
た

小
原
一
成
東
京
大
学
教
授
に

よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
震
源
域
の
陸
側
延
長

部
、
深
さ

―

付

近
で
、
規
模
は
小
さ
い
が
普

通
の
地
震
よ
り
ゆ
っ
く
り
し

た
振
動
の
低
周
波
微
動

深

部
低
周
波
微
動

が
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
発
見
を
機
に
、

深
部
低
周
波
微
動
は
プ
レ
ー

ト
境
界
部
で
数
カ
月
に
わ
た

っ
て
ゆ
っ
く
り
と
滑
る
長
期

的
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
と
呼
ば

れ
る
現
象
と
同
期
し
、
数
年

間
隔
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
た

振
動

深
部
超
低
周
波
地

震

や
繰
り
返
し
間
隔
の
短

い
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
現
象
が
海
溝
型
巨

大
地
震
の
震
源
域
周
辺
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た

図
３

。

こ
れ
ま
で
の
観
測
で
は
見
え

て
い
な
か
っ
た
海
溝
型
巨
大

地
震
の
震
源
周
辺
の
普
段
の

動
き
が
、
最
近

年
余
り
の

間
に
急
速
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　
日
本
列
島
は
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト

と
い
う
二
つ
の
大
陸
プ
レ
ー

ト
が
列
島
中
央
部
で
接
し
て

い
る
。
そ
の
下
に
は
日
本
海

溝
か
ら
太
平
洋
プ
レ
ー
ト

が
、
ま
た
相
模
ト
ラ
フ
と
南

海
ト
ラ
フ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
海
洋
プ
レ

ー
ト
が
沈
み
込
む
際
に
、
大

陸
側
の
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超

え
る
海
溝
型
巨
大
地
震
が
発

生
す
る
。
さ
ら
に
深
く
ま
で

沈
み
込
ん
だ
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
は
、
深
さ
１
０
０

付

近
で
周
辺
の
マ
ン
ト
ル
を
溶

融
さ
せ
、
マ
グ
マ
を
作
り
出

す
。
こ
の
マ
グ
マ
が
上
昇

し
、
富
士
山
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
列
島
の
中
軸
に
連
な

る
火
山
を
生
み
出
し
て
い
る

図
１

。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

は
相
模
ト
ラ
フ
と
南
海
ト
ラ

フ
に
沿
っ
て
年
間
３

―
５

の
割
合
で
日
本
列
島
の

下
に
沈
み
込
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
南
海
ト
ラ
フ
で
は
、

１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
と

１
９
４
６
年
南
海
地
震
、
１

８
５
４
年
安
政
東
海
地
震
と

安
政
南
海
地
震
、
１
７
０
７

年
宝
永
地
震
な
ど
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
が

年
か
ら

１
５
０
年
程
度
の
間
隔
で
発

生
し
て
い
る
。
ま
た
相
模
ト

ラ
フ
で
も
、
繰
り
返
し
間
隔

は
明
瞭
で
な
い
が
１
９
２
３

年
関
東
地
震
や
１
７
０
３
年

元
禄
地
震
と
い
う
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
地
震

の
た
び
に
数
千
人
か
ら

万

人
余
の
犠
牲
者
が
出
て
い

る
。

　
相
模
ト
ラ
フ
と
南
海
ト
ラ

フ
に
挟
ま
れ
た
伊
豆
半
島
の

付
け
根
に
近
い
富
士
山
は
、

歴
史
上
に

回
の
噴
火
が
記

録
さ
れ
て
い
る
巨
大
な
活
火

山
で
あ
る
。
宝
永
地
震
の

日
後
に
発
生
し
た
宝
永
噴
火

で
は
約
０
・
７
立
方

の

火
山
灰
が
噴
出
し
た
。
ま
た

８
６
４
―
８
６
６
年
の
貞
観

噴
火
で
は
約
１
・
２
立
方

の
溶
岩
流
が
噴
出
し
、
現

在
の
青
木
ケ
原
樹
海
一
帯
を

埋
め
つ
く
し
た
。
こ
れ
ら
の

噴
火
に
よ
る
直
接
の
犠
牲
者

は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

宝
永
噴
火
で
噴
出
し
た
火
山

灰
に
よ
っ
て
耕
作
地
の
荒
廃

と
土
石
流
に
よ
る
甚
大
な
災

害
が
発
生
し
た
。
火
山
は
深

部
か
ら
の
マ
グ
マ
の
供
給
が

一
定
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
。
富
士
山
も
噴
火
の
繰
り

返
し
間
隔
は
バ
ラ
つ
き
が
大

き
い
。

　
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
原

因
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大

陸
プ
レ
ー
ト
を
引
き
ず
り
な

が
ら
沈
み
込
み
、
大
陸
プ
レ

ー
ト
の
元
に
戻
ろ
う
と
す
る

力
が
引
き
ず
り
込
む
力
を
上

回
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
長
い

年
月
を
か
け
て
引
き
ず
り
込

ま
れ
て
い
た
分
を
地
震
と
し

て
解
放
す
る
た
め
で
あ
る
。

海
溝
型
巨
大
地
震
の
震
源
域

で
海
洋
プ
レ
ー
ト
と
大
陸
プ

レ
ー
ト
が
固
着
し
て
い
る

時
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
は
陸
側

に
圧
縮
さ
れ
る
よ
う
に
変
形

し
て
い
る
。
こ
の
変
形
の
様

子
を
観
測
す
る
こ
と
に
よ

り
、
震
源
域
周
辺
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
本
で
は
１
９
９
５
年
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
観
測

強
化
地
域
や
特
定
観
測
地
域

と
し
て
、
特
定
の
地
域
を
対

象
に
強
化
し
て
い
た
地
震
や

地
殻
変
動
の
観
測
を
全
国
に

く
ま
な
く
展
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た

図
２

。
国
土
地

理
院
は
約
１
２
０
０
カ
所
の

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ

Ｐ
Ｓ

受
信
点
か
ら
な
る
Ｇ

Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
い
う
観
測
網

を
、
ま
た
防
災
科
学
技
術
研

究
所

防
災
科
研

は
約
８

０
０
カ
所
の
地
震
計
に
よ
る

高
感
度
地
震
観
測
網

Ｈ
ｉ

―
ｎ
ｅ
ｔ

を
日
本
列
島
に

設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

観
測
網
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
震
源
域
の
動

き
が
、
１
秒
に
満
た
な
い
短

周
期
の
運
動
で
あ
る

微
小

地
震

か
ら
、
数
カ
月
か
ら

１
年
以
上
に
わ
た
る
ゆ
っ
く

り
し
た
地
殻
変
動
ま
で
高

精
度
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
一
方
、
火
山
の
噴
火
で
は

マ
グ
マ
が
地
下
を
上
昇
し
て

く
る
。こ
の
時
、火
山
周
辺
の

地
殻
は
マ
グ
マ
が
押
し
入
っ

て
く
る
た
め
に
変
形
す
る
。

地
下
の
マ
グ
マ
の
動
き
に
よ

り
、
地
震
活
動
の
活
発
化
や

地
盤
の
変
形
が
観
測
さ
れ

る
。
富
士
山
で
は
１
９
９
０

年
代
か
ら
地
震
計
と
傾
斜
計

を
中
心
に
し
た
観
測
網
が
防

災
科
研
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
。
さ
ら
に
富
士
山
直
下
で

低
周
波
地
震
が
活
発
化
し
た

２
０
０
０
年
以
降
、
気
象

庁
、国
土
地
理
院
、東
京
大
学

地
震
研
究
所
も
含
め
て
山
頂

か
ら
山
腹
に
地
震
や
地
殻
変

動
の
観
測
が
強
化
さ
れ
た
。


